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ＴＡＣ information  

６月１日 普及センターと２０２２年産「京おくら」の圃

場巡回を実施しました。 

一部、病害虫の被害が確認されましたが、全体的に順

調に生育していました！ 

早ければ６月下旬頃より出荷が開始されます！ 

 １９８０年代に食用目的で日本に導入されたスクミリンゴガイ（通称ジャンボタニシ）は野生

化し、基本的に柔らかい葉を好んで食べ、移植直後のイネで食害による欠株の被害が発生

します。 

 被害状況の特徴ですが、田植え後２０日までのイネが柔らかい時期に集中しており、水温

が高くなるほどに活動が活発になり被害が増加します。また深水になる田面の低い箇所や

マクラ周辺に被害が目立ち、大型になるほど食害量は大きくなります。 

■適用害虫と使用方法（2021年 12月 8日現在） 

作物名 適用害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

メタアルデヒドを含む

農薬の総使用回数 

稲 

スクミリンゴガイ 

１～４ｋｇ

/10a 

収穫 60日

前まで 
2回以内 

散布又は無

人航空機に

よる散布 

2回以内 
れんこ

ん 

４ｋｇ

/10a 

収穫 45日

前まで 

※農薬の使用前には、必ずラベル等で登録内容の確認を行ってください。 

◆水深の管理がとても大切です！ジャンボタニシは水中でないと摂食できません。また、水深が浅いと活動が制限されるため水深４ｃｍ以下の浅水管理

を行ってください。 近年増加しているゲリラ豪雨などによる急激な増水には特に注意が必要です。（５葉期以降は食害されにくいため、移植後３週間

程度を目安に浅水管理を行ってください） 

◆圃場内・水路にトラップを設置し貝を捕獲したり、濃いピンク色をした卵は水中に落とし、黒～白っぽい卵は木片などで押しつぶしてください。 

◆一旦発生してしまうと、すべてを駆除することは非常に困難で、毎年被害が発生する可能性が高くなるので、農薬による防除をおすすめします。 

食害による欠株 

産み付けられた卵

隗 

ジャンボタニシの成貝 

ボトルに記載されたＲＡＣコード 

RACコードは、製品ラベルや、

チラシなどに表示されていま

す。 
※すべての農薬製品に RAC コードが

掲載されているわけではありません。 

知ってますか？ 

ＲＡＣコードとは、世界的な農薬製造会社の国際団体が定めた農薬の分類コード

の事で、同じ作用性の農薬グループを一つにまとめて、それぞれの農薬にコード番

号を付けています。 

殺虫剤は「ＩＲＡＣ」、殺菌剤は「ＦＲＡＣ」、除草剤は「ＨＲＡＣ」といいます。 

農薬による耐性・抵抗性は、同一農薬、同一系統の薬剤の連用がその発生要因で

あると考えられています。ＲＡＣコードを参考にして、同じ系統の農薬の連用を避

けてください。 

※ＲＡＣコードは、農薬工業会のＨＰ等でも確認することができます。 

「ＲＡＣコード」 



 


